
1988年出上の木簡
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宮
城
。
仙
台
城
二
の
九
跡

斧
五
地
も

所
在
地
　
　
　
官
城
県
仙
台
市
青
葉
区
川
内
　
東
北
大
学
川
内
構
内

調
査
期
間
　
　
一
次
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
四
月
ｉ
五
月
、
二
次
　
一
九

八
七
年
九
月
ｉ

一
一
月
、
三
次
　
一
九
八
八
年
三
月
ぞ

一

九
八
九
年
四
月

発
掘
機
関
　
　
東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会

調
査
担
当
者
　
渡
辺
信
夫

・
須
藤
　
隆

・
梶
原
　
洋

，
佐
久
間
光
平

・

山
田
し
ょ
う

遺
跡
の
種
類
　
近
世
城
郭
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
七
世
紀
を

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

仙
台
城
は
、
仙
台
市
の
西
方

約
二
ｈ
、
広
瀬
川
を
渡

っ
た
通

称
青
葉
山
の
東
端
に
位
置
す
る

近
世
城
郭
で
あ
る
。
こ
の
仙
台

台

城
の
本
丸
は
、
三
方
（北
・
東
・

触

南
）
を
広
頼
川
と
竜
の
口
峡
谷

に
囲
ま
れ
た
海
抜

一
一
五
ぞ

一

四
〇
ｍ
の
急
崖
上
に
立
地
し
て
お
り
、
ま
た
、
二
の
九

・
三
の
丸
も
そ
れ
ぞ
れ

海
抜
六

一
ｉ
七
八
ｍ
、
四
〇
ｍ
の
階
段
状
の
河
岸
段
丘
面
上
に
あ
り
、
自
焦
地

形
を
巧
み
に
利
用
し
た
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

仙
台
城
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

一
七
世
紀
初
め
伊
達
政
宗
に
よ
っ
て
築
城
が

は
じ
ま
り
本
丸
部
分
が
完
成
さ
れ
る
が
、
泰
平
の
世
に
は
そ
の
山
城
的
な
立
地

は
何
か
と
不
便
な
た
め
、　
二
代
落
主
忠
宗
は
そ
の
麓

（川
内
地
区
―
現
東
北
大
学

構
内
）
に
お
い
て
二
の
九
の
造
営
を
行
う
。　
こ
れ
以
前
、
当
地
に
は
政
宗
四
男

宗
泰
の
屋
敷
、
そ
の
北
隣
に
は
長
女
五
郎
八
（い
ろ
は
）
姫
の
居
住
す
る
西
屋
敷

が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
に
二
の
九
が
完
成
し
て
の
ち
、
仙

台
藩
の
政
治

。
儀
式
の
中
心
は
こ
こ
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
二
代
藩
主
以
降
そ
の

居
館
と
も
な
り
、
二
の
丸
は
い
く
つ
か
の
変
遷
を
経
な
が
ら
も
、
事
実
上
幕
末

ま
で
仙
台
城
の
中
継
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。

仙
台
城
二
の
丸
跡
第
五
地
点
の
三
次
に
わ
た
る
調
査
は
、　
川
内
地
区

（一一の

九
跡
）
の
東
北
大
学
付
属
図
書
館
の
増
築
に
と
も
な
い
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
調
査
地
点
は
、
文
献
史
料
や
絵
図
に
よ
れ
ば
、
江
戸
初
期
に
は
五
郎
八
姫

の
居
館
で
あ
る

「西
屋
敷
」、
元
禄
期
以
降
は
二
の
九
中
奥
の
建
物
が
置
か
れ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
区
域
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
瓦

・
陶
磁
器
を
中
心
と
す
る
三
万
点
に
も
及
ぶ
大
量
の
遺
物

と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
各
時
期
の
遺
構
群
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構

群
は
大
き
く
み
れ
ば
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
Ｉ
期
は
江
戸
初
期
の
西
屋

敷
全

七
世
紀
初
―
中
）、
１
期
は
こ
の
西
屋
敷
廃
絶
後
で
二
の
九
中
奥
が
置
か
れ



る
ま
で
（
一
七
世
紀
後
半
）、
Ⅲ
期
は
二
の
丸
中
奥
の
時
期

（
一
七
世
紀
末
を
一
九
世

紀
後
半
）
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
に
は
他
に
、
箸

・
漆
椀

・
木
簡

。

下
駄
等
の
木
製
品
、
煙
管

・
古
銭
等
の
金
属
製
品
が
あ
る
。

木
筒
は
、
こ
期
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
廃
棄
層
中
か
ら
二
二
点
（ω
を
⑮
）
、

Ⅲ
期
二
の
九
の
時
期
の
ピ
ッ
ト
埋
土
中
か
ら

一
点
０
、
計
二
三
点
出
上
し
て
い

る
。　
廃
棄
層
は
、　
Ｉ
期
の
池
状
遺
構
を
埋
め
立
て
て
い
る
も
の
で
、　
多
量
の

木
暦

。
木
端
と
と
も
に
漆
椀

・
箸
な
ど
の
木
製
品
、
食
料
残
津

（種
子
・
魚
骨
な

ど
）
を
含
み
い
何
層
に
も
わ
た
っ
て
堆
積
し
て
い
た
。
廃
棄
層
の
厚
さ
は
と
こ

ろ
に
よ
っ
て
は
二
ｍ
近
く
に
も
及
ぶ
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

（穿
孔
）

ω

　

「

ｏ

氷
こ
ん
に
や
く
か
ん
ひ
や
う
」
　

　

　

Ｐφ契
］凝
ヽ

（穿
孔
）

②

　

「

ｏ

五
鳴
す
る
め
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸�受
］賀
ヽ

（穿
孔
）

⑤

　

「

ｏ

た

ゝ
み
い
わ
し
」

（穿
孔
）

①
　
。
「

ｏ

塩
引
　
横
川
　
」

（穿
孔
）

。
「

ｏ
　

高
橋
□
兵
衛
」

（穿
孔
）

⑤
　
。
「

ｏ
　

　

　

塩
引

（穿
孔
）

。
「

ｏ　
　
　
　
高
橋

（穿
孔
）
　

〔か
つ
ら
己

①

　

「

ｏ

熊
野
久
う
」

ド
］
⇔

×

ド
ミ
×

∞

（
⇔
Φ
）
×

ド
∞
×

∞

ド
〇
∞
×

］
『
×

ト

μ
∞
〇
×

μ
『
×

卜
∞

ｈ
撃のl19

「
米
四
斗
五
升
入
　
□
船
村
　
　
　
」

「
『
十

一
月
十

一
日
　
文
右
衛
門
』
」

粟

甲

五
配

□

」

〔断
己

「
『
増
田
村
　
検
□
□
』
」

〔小
己

×
□
豆
五
斗
入
　
□
□
□

×
生

戸

廿
〔叫

訂

山
町
忠
□
郎

×

「
米
四
斗
五
升
入

「
元
禄
四
年
名
取
柳
生
村

十
一
月
二
日
　
　
勘
九
郎
□

（追
筆
２
）

「
『
未

ノ
壬
八
月
十
四
日
』

（穿
孔
）　
　
　
　
　
　
　
（追
筆
１
）

ｏ　
み
そ
細
大
こ
ん

『
百
三
拾
本
』

□
阻
圏

（追
筆
２
）

『
喜
衛
門
』

コ  ¬⌒

固
写  

。

霊

□
□
□
」

「
＜
御
小
人
　
清
左

ｘ

「
＜
　
　
　
　
　
　
吉

×

L  畦

ド
〕
〇
×

］
∞
×

φ

μ
卜
Ｎ
×

∞
〇

×

ω

（∞
〇
）
×
〕
中
×
∞

（騨ΦΦ
）
Ｘ
μΦ
×
∞

ド
ヽ
Φ
Ｘ

∞
⇔

Ｘ

�

Ｓ

『
×

含

じ

×

∞

（
ド
Φ
ω
）
×
岸
〕
卜
×
ト
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⑭
　
。
「
平
泉
か
ら
御
子
籠
　
」

。
「
　
　
　
松
木
安
兵
衛
」

①

　

「
　
　
小
塚
沢
徳
四

（穿
孔
）
ｏ
　
　

　

執
市
」

⑭

　

「
□
の
り
入

み
つ
入

⑦
　
。
「
享
保
拾
壱
年
　
□
□
原

五
拾
文
　
　
　
　
　
」

。
「
　
　
鶴
ケ
谷
村
　
一詈
助
」

こ
れ
ら
の
木
簡
群
は
、
品
物
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
付
札
の
大
部
分
の
上
部
に
は
孔
が
穿
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
品
物
は
、

①
の
氷
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
と
い
っ
た
精
進
料
理
に
使
用
す
る
も
の
や
、
②
の
五

嶋
す
る
め
、
⑭
の
平
泉
か
ら
の
子
籠

（し
ゃ
け
の
卵
）
な
ど
優
良
産
地
か
ら
の
も

の
、　
み
そ

。
大
根

。
米
な
ど
の
日
常
の
食
品
で
あ
る
。　
ま
た
、　
こ
の
中
に
は

⑪
の
よ
う
に
追
筆
が
二
筆
認
め
ら
れ
る
も
の
や
、
⑭
⑤
の
よ
う
に
同

一
の
品
物

（塩
引
）
に
関
し
て
高
橋
と
い
う
人
物
が
浮
か
び
あ
が
る
な
ど
、
そ
の
墨
書
の
過

程
を
考
え
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
⑬
の
御
小
人
は
、
西
屋
敷
の
近
く
に
あ

っ
た
御
小
人
屋
敷
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

士
口
鵡切

吉
内
様
」

Ｐ
Ｐ
〕

Ｘ

Ｐ
Ｐ
Ｘ

∞

μ
Ｏ
卜

×

ω
卜
×

ド
〇

Ｎ
中卜
×
（卜
∞
）
×
『

Ｐ
『
〇

×

］
∞
×

ω

年
代
の
わ
か
る
も
の
は
四
点
あ
り
、
⑩
⑪
は
元
禄
四
年
、
⑫
は
元
禄
年
間
、

０
は
享
保

一
一
年
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
⑫
は
二
の
九
の
時
期
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
は
元
禄
年
間
の
西
屋
敷
廃
絶
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
発
掘

の
成
果
と
は
矛
盾
し
な
い
。
な
お
⑬
は
、
竹
の
表
面
に
刃
状
の
も
の
で
刻
字
し

た
も
の
で
、
裏
面
に
は
手
を
加
え
た
痕
は
な
く
、
竹
製
の
器
物
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

仙
台
市
教
育
委
員
会

『
仙
台
城
』
盆

九
一ハ
七
年
）

（佐
久
間
光
平
・
山
田
し
ょ
う
。
田
中
秀
和
）


